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	国
語

	・対話や説明をしたり、感想を伝えたりすることが上手にできない児童がいる。

	・「自分の書いたものを相手に自慢しあいましょう。」など、交流の目的や必然性をもたせる課題作りや発問の工夫。
・慣れさせたり失敗を乗り越えさせたりさせながら、億劫がらずに他人の前で表現する態度を身に付けさせる。
	・交流活動を重ね、話型を基にしながら、自分の考えを発表できるようになった。
・話を最後まで聞くことや、聞いた後に感想や自分の思いを相手に伝えることはまだ伸びしろが大きく、今後も聞くことの指導が必要である。

	算
数

	・具体物を用いたり、言葉や数を用いて考えたり説明することが上手にできない児童がいる。
	・問題文の大事なところに線を引かせたり、全体で音読したりして、
　問題文を正確に読む習慣を身に付けさせる。
・二人組での交流を取り入れ、考えを交換・表現する機会を設ける。
・日常生活の中で、学習で身に付けた知識・技能を生かすことので
　きる場面を紹介する。
	・分かっていることに下線、求めることに波線を引かせることや、実際に並ばせることで、問題場面を把握できるようになった。
・「伝え合い」の場面で、話型や「聞き方名人」を活用してペアで自分の意見と比較しながら考えを伝え合い、理解を深めることができた。

	生
活

	・あさがおの観察では、植　物を育て、生長を楽しむ　学習ができたが、成長の　違いや時間の経過に伴う　変化を意識できない児童　もいる。また、自分の気　づきを伝えることに慣れ　ていない。
	・観察カードを活用し、比較検討しながら、成長と変化が分かるように指導する。また、育てる喜びや楽しさを感じられるようにする。
・２年生と一緒に活動し、身近なお手本を通して、楽しく学校施設やきまりを学び、伝え合う場面を設定する。
	・前回との比較を感じられるようにどの観点で観察するか提示することで、成長の変化に気付き観察カードに書くことができてきた。
・身近な学校について知ることで、友達に伝えたいという意欲がもてた。

	　音
楽

	・歌が好きで、大きな声で元気に楽しく歌っているが、音程を意識したり、自然で無理のない声で歌ったりするように指導する必要がある。

	・何度も繰り返し練習することで、自信をもって歌えるようになる
　ので、毎時間、繰り返し練習をする。また、朝や帰りの会などの時間にも積極的に歌を取り入れる。
・歌唱の時に、範唱を聴いて正しい音程を真似して歌う活動を取り入れて、音程や自然で無理のない声で歌えるようにする。
	・曲に合わせた歌い方を意識できるように、歌を聴き合ってみたり、音程が意識できるように、歌う速さをゆっくりにしてみたりすることで、自然で無理のない声で歌えるようになってきた。


	　図
工

	・クレパスで絵を描いたり、工作したりして、思い思いの作品を表現することができるが、題材から作りたいものや描きたいものをイメージすることが難しい児童がいる。

	・多くの色を使えるようになった児童が多いが、まだ２～３色の児童もいるので、題材を工夫して色合いの幅を広げる。
・経験を重ねることで、道具を使う技術が着実に身に付いている。今後は、絵の具の使い方やいろいろな素材にも挑戦して技術の向上を図る。
・イメージしやすいように、見本を準備したり、絵や映像などを見せたりすることで、自分の表現したいことがイメージしやすくなるようにする。
	・作りたいものをイメージできるように、実際に図鑑や本を見た。また、友達の考えたことを発表して聞くことで、さらにイメージが膨らんで作品作りができていた。
・絵の具やクレパス、色鉛筆の異なる道具を使うことで、自分が作りたいものを表現することができるようになってきた。

	体
育

	・筋道を立てて練習や作戦を考えることが上手ではない児童がいる。
	・体のバランスをとったり、移動したり、用具を操作したりして、楽しく経験しながら様々な動きを身に付けていく。
・全体で振り返りを行うことで、言葉で自分の考えを伝え、共有する場を設ける。
・自分の体力や課題に合わせて練習ができるように複数の場を設定する。

	・全体で振り返りを行うことで、言葉で自分の考えを伝えることができた。活動を重ね、教師のかかわりがなくても児童間で伝えができるようにしていく。


